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運行管理業務委託提出書類（提案資料）














令和８年９月
姫　路　市






[bookmark: RANGE!B2:J55]
提出書類一覧
　提出書類及び提出部数は下記のとおりとする。

	様式番号
	提　出　書　類
	提出部数

	様式３
	要求水準に関する誓約書
	原本１部

	様式４－１
	提案書①（業務実績）
※添付資料は、提案書①の次に添付すること
	原本１部

	様式４－２
	提案書②（業務実施体制）
	[bookmark: _GoBack]原本１部、写し６部

	様式４－３
	提案書③（安全管理に関する取り組み）
	原本１部、写し６部

	様式４－４
	提案書④（緊急対応体制）
	原本１部、写し６部

	様式４－５
	提案書⑤（準備業務）
	原本１部、写し６部

	様式４－６
	提案書⑥（独自提案）
	原本１部、写し６部

	様式５－１
	提案見積書
	原本１部

	様式５－２
	経費内訳書
	原本１部



○提出書類の作成に当たっては、横書き、片面刷り、文字サイズを１０．５ポイント程度（提案内容を補足する添付資料の文字サイズにおいては指定しない。）とすること。提出の際、表紙・フラットファイル等は不要とする。
○様式４-１、４-２、４-３、４-４、４-５、４-６（各添付資料を含む）には、提案者が特定できるような表示及び記載のないものとすること。


（様式３）
令和８年　　月　　日

要求水準に関する誓約書


（宛先）姫路市長

　所在地
　　　　　　　　　　　　　　　　　商号又は名称
　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者名
　　　　　　　　　　　　　　　　 又は受任者名 　　　　　　　　　　　　　　　




令和８年９月２日付けで公告のありました「姫路市立谷外小学校ほか２校スクールバス運行管理業務委託」の事業者に決定したときには、公告に規定された要求水準と同等又はそれ以上の水準で本業務の実施に当たることを誓約いたします。




















（様式４－１）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
提案書①（業務実績）
	
募集要項「２参加資格⑼」の業務について、令和３年４月１日から公告日時点までにおいて、１年以上継続して履行した実績を記載すること。複数の実績を有する場合は、下記に示す最も高い点数に該当する実績の順に記載すること。
１　１契約につき登校便又は下校便いずれかにおいて、運行台数が３台以上かつ運行ルートが３ルート以上による運行管理業務を実施した実績（３点）
２　１契約につき登校便又は下校便いずれかにおいて、運行台数が２台以上かつ運行ルートが２ルート以上による運行管理業務を実施した実績（２点）
３　上記１、２以外の業務実績（１台又は１ルートなど）（１点）
上記について、その概要を合計最大４件（上限１２点）まで記載し、契約書（鏡のみ可）及び業務内容（運行台数、運行ルート数等）が分かる仕様書等の写しを添付すること。


	【実績①】
	該当実績区分
	□１(３点)　□２(２点)　□３(１点)　※該当する区分の□を■とすること

	業務名
	

	契約期間
	　年　 月　 日～　　　年　 月　 日
	契約金額
	円

	契約相手方
	

	業務概要
	運行台数（　　）台、運行ルート数（　　）ルート



【実績②】
	該当実績区分
	□１(３点)　□２(２点)　□３(１点)　※該当する区分の□を■とすること

	業務名
	

	契約期間
	　年　 月　 日～　　　年　 月　 日
	契約金額
	円

	契約相手方
	

	業務概要
	運行台数（　　）台、運行ルート数（　　）ルート



【実績③】
	該当実績区分
	□１(３点)　□２(２点)　□３(１点)　※該当する区分の□を■とすること

	業務名
	

	契約期間
	　年　 月　 日～　　　年　 月　 日
	契約金額
	円

	契約相手方
	

	業務概要
	運行台数（　　）台、運行ルート数（　　）ルート



【実績④】
	該当実績区分
	□１(３点)　□２(２点)　□３(１点)　※該当する区分の□を■とすること

	業務名
	

	契約期間
	　年　 月　 日～　　　年　 月　 日
	契約金額
	円

	契約相手方
	

	業務概要
	運行台数（　　）台、運行ルート数（　　）ルート





	






（様式４－２）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
提案書②（業務実施体制）
	＊評価項目ア「⑵　業務実施体制」について、①人員配置体制図、②運転者欠員・車両不具合発生時の対応　について記載すること。
本様式片面２枚以内で図解等を用いて簡潔にまとめ、作成すること。

	【人員配置体制図】
　・提案者の組織体制が分かるように記載すること。ただし、提案者が特定される記載はしないこと。
　・統括責任者、副統括責任者、運転者、整備管理者の関係（指揮命令系統）を体系図等で図示し、分かりやすいように記載すること。

	【運転者欠員・車両不具合発生時の対応】
　・日常的に起こりうる運転者の急病や欠勤、車両の不具合等により運行不能が生じた際、運行スケジュールへの影響を最小限にするための工夫や具体的なバックアップ体制（代替運転者の確保、代替車両の手配方法等）について記載すること。

（１）人員バックアップ体制及び工夫


（２）車両バックアップ体制及び工夫








（様式４－３）
提案書③（安全管理に関する取り組み）
	＊評価項目ア「⑶　安全管理に関する取り組み」について、①日常の安全管理の方法　②配置運転者の要件確認及び実施頻度　③運転手への安全運行に関する教育・研修　を具体的な取り組み内容が分かるよう本様式片面２枚以内で簡潔にまとめ、作成すること。

	【日常的な安全管理の方法】
・車両の日常点検について、日々の点検の実施、異常発見時の報告・措置までの流れをフロー図で示すとともに、点検漏れの防止や車両の不備の早期発見につながる工夫を記載すること。

	【配置運転者の要件確認及び実施頻度】
・児童の安全を継続的に確保するために、配置運転者の要件充足を確認する方法及び実施時期・頻度について記載すること。
	要件
	確認方法
	時期・頻度

	⑴運転資格
	
	

	⑵健康状態
	
	

	⑶違反歴
	
	

	⑷児童接遇能力
	
	




	【運転者に対する安全運行に関する教育・研修の内容及び実施頻度】
・必要に応じて行を追加削除すること。
	研修内容
	手法（講義・実技等）
	頻度・時期

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	









（様式４－４）
提案書④（緊急対応体制）
	＊評価項目ア「⑷　緊急対応体制」について、以下の内容を本様式片面３枚以内で作成すること。
・運行中に起こりうる緊急時の事例３つについて、「現場での対応」「関係機関（学校・救急等）への連絡手順」「運行継続又は運行再開への判断」を具体的に記載すること。

	【想定事例（状況）①乗車中の児童が腹痛を訴えてきた場合】
・現場対応
・関係機関への連絡手順
・運行継続又は運行再開の判断

	【想定事例（状況）②運行中に接触事故（物損）を起こした場合】
・現場対応
・関係機関への連絡手順
・運行継続又は運行再開の判断

	【想定事例（状況）③過去の同種業務で実際にあった事例（事例がない場合は①②以外で本業務において想定される事例について記載すること）】
・過去の事例の有無（該当する方に〇）：　有　・　無　
・現場対応
・関係機関への連絡手順
・運行継続又は運行再開の判断


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　



（様式４－５）
提案書⑤（準備業務）
	＊評価項目ア「⑸　準備業務」について、以下の内容に基づき作成すること。
・令和９年４月運行開始までの全体スケジュール及び進捗管理の方法を、Ａ３サイズ片面１枚以内で作成すること。

	【令和９年４月運行開始までの全体スケジュール及び進捗管理の方法】
※甲が決定・調整する事項を前提とした上で、運行開始までの業務スケジュールを提案すること。
・契約締結日：令和8年11月を予定
・車両の納車を令和9年3月10日と想定し計画すること。
※以下の表をベースに、実施内容や進捗確認の仕組みを追加・編集して作成してください。作成時には記載例部分は削除してください

	実施内容
	11月
	12月
	1月
	2月
	3月
上旬
	3月
中旬
	3月
下旬
	進捗管理の方法

	（例）

	計画案作成
	
	
	
	
	
	
	
	

	運転手採用
	
	
	
	
	
	
	
	

	研修・訓練
	
	
	
	
	
	
	
	

	独自提案導入
	
	
	
	
	
	
	
	

	　・・・
	
	
	
	
	
	
	
	









（様式４－６）
提案書⑥（独自提案）
	＊評価項目ア「⑹　独自提案」について、本様式片面１枚以内で簡潔にまとめ、作成すること。
　ＩＣＴ技術の活用や事業者独自のノウハウにより、児童の乗車状況や運行状況を保護者等へ適切に提供し、利便性向上及び安全管理に資する提案を行うこと。
　※過去の同種業務で実際に活用した事例があれば、その事例も踏まえて記載すること。

	【導入する技術・ノウハウ】

	【活用方法及び期待される効果】







（様式５－１）
提案見積書
	＊評価項目イ　「提案金額」を記載すること。




件　名　　姫路市立谷外小学校ほか２校スクールバス
運行管理業務委託
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　





	
	億

	千

	百

	十

	万

	千

	百
０
	十
０
	円
０


提案金額
（総額）


　　　　　　　　（年度内訳）

	
	
	億
	千
	百
	十
	万
	千
	百
	十
	円

	令和９年度委託料
	
	
	
	
	
	
	
	０
	０
	０

	令和１０年度委託料
	
	
	
	
	
	
	
	０
	０
	０

	令和１１年度委託料
	
	
	
	
	
	
	
	０
	０
	０

	合計金額
	
	
	
	
	
	
	
	０
	０
	０










＊本様式の作成に際しては、以下の点に注意すること。
・事業費は、千円単位とすること。
・事業費は、消費税及び地方消費税相当額を除いた額を記入すること。
・事業費の金額の前に、「￥」を記載すること。
・事業費（総額）と（年度内訳）の合計金額は、合致させること。
・経費内訳書（様式５－２）を作成し、添付すること。



